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《活動目標》 

１. 「ろう教育を考えるフォーラム２０１５in千葉」の開催 

県内の特別支援教育諸学校に所属する聴覚障害教職員の組織化

を図るための第一歩として、「聴覚障害教職員は語る」をテーマ

にした座談会と、全国の状況について学ぶための講演等を行う。            

                    

                            

２. ろう児が手話での教育を受けられるように求めていく 

     「手話言語法（仮称）」の中には、ろう児が手話での教育をきちん

と受けられる環境の整備を求めており、聞こえない子どもの「手

話を獲得する」「手話で学ぶ」「手話を使う」といった権利の保

障の実現に向けて、千葉県教育委員会及びろう学校・特別支援

学校に働きかけていく。 

                              

 

３. ろう学校とのパイプつくりに努めていく 

 ろう教育を考えるフォーラムで話し合われた事柄を整理し、ろう 

児の日本語習得と手話やキュードスピーチによるコミュニケーシ

ョン方法の現実と課題について、ろう学校との話し合いの場を設け

る。 

 

 

４. 聴覚障害教職員の職場での情報コミュニケーション保障について

の配慮を求めていく 

 聴覚障害教職員は、ろう学校をはじめ特別支援学校にも配属され

て、研修、職場での情報保障が十分ではない現状があることから、

千葉県教育委員会及びろう学校・特別支援学校に働きかけていく。 

 

教育部・活動方針（案） 



                                        

 

《事業計画》 

  １．「ろう教育を考えるフォーラム２０１５in千葉」の開催 

     １月～２月 

 

  ２．ろう学校との話し合い 

     ８月 

 

  ３．聴覚障害教職員への実態調査 

     ６月頃から 


